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長寿医療研究開発費	 平成２２年度	 総括研究報告（総合報告及び年度報告） 
 

高齢者の感覚器（視覚・聴覚）における機能低下等に対する 
実態把握と予防・治療法の標準化に関する研究（２１指‐１７） 

 
主任研究者	 山田	 潤	 国立長寿医療研究センター	 眼科医長 

 
研究要旨 
	 ２年間全体について 
	 加齢や疾病による感覚器（視覚・聴覚）障害が高齢者の QOL を著しく低下させている。

近年の高齢視覚障害者の増加や(平成１７年度厚生労働省難治性疾患克服研究事業)、聴力障
害の高い有病率(疾病の第２位：WHO世界疾病調査, 2008) をふまえたうえで、感覚器障害
の克服を目指し、高齢者の QOLの維持を最終目的として研究を行ってきた。すなわち、高
齢者に特化した視機能障害・聴覚機能障害に関する包括的研究を各分野の専門医と連携し、

予防法・早期診断法・治療法の開発と標準化を行ってきた。主な対象疾患として加齢に伴

って増加する緑内障、加齢黄斑変性、角膜内皮障害、加齢性難聴についての検討をおこな

うとともに、高齢者や認知症のための他覚的な感覚器機能診断装置(瞳孔視野計：他覚的な
視野検査機器、眼瞼運動記録装置：他覚的なスクリーニングを目的とした機器)の開発を行
った。 
	 平成２２年度について 
	 高齢者の QOL の維持を目的として、高齢者に特化した視機能障害・聴覚機能障害に関す

る包括的研究（予防法・早期診断法・治療法の開発と標準化）を行った。	 

	 緑内障については、「簡便な血液検査による緑内障発症の遺伝的リスク判定健診」にむけ

て、緑内障症例とコントロール例を全ゲノム解析するとともに信頼性検証方法を発表した。

また、緑内障マーカーSNPの信頼性向上のために、別集団の緑内障症例とコントロール例

の合計 1890例についてアフィメトリクス社の最新 1000Kチップを用いて全ゲノム解析を実

行した。手術の標準化に対し、原発閉塞隅角緑内障/隅角症に対する隅角癒着解離の成績を

解析するとともに、臨床標本や動物モデル眼を用いることで、濾過胞結膜の創傷治癒に及

ぼす房水組成や炎症細胞浸潤などの影響を解析した。 

	 加齢黄斑変性(AMD)においては、診断を標準化するため、スペクトラルドメイン光干渉断

層計を用いた脈絡膜断層像視覚化法を確立し、AMD のサブタイプ別の病態評価を定量的、定

性的に行った。また、臨床治療の標準化のため、ranivizmab（VEGFのすべてのアイソフ
ォームと結合する抗体の Fab）と、pegaptanib（VEGF165以上にのみ結合）といった抗
VEGF剤使用による眼内の VEGF動態を検討した。予防と治療には、チオールレドックス
偏倚によって病的な VEGF 産生が抑制できることと網膜繊維瘢痕化を制御できることを示し

た。	 

	 角膜内皮治療薬の開発を目指した研究については、選択的 Rhoキナーゼ阻害剤を用い、
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霊長類角膜内皮細胞培養系での角膜内皮細胞の細胞接着、細胞増殖、アポトーシスへの影

響について検討した。さらに、家兎とカニクイザルを用いた Rhoキナーゼ阻害剤（Y-27632）
の点眼効果を証明し、臨床応用への基礎固めを行った。 
	 加齢性難聴においては、NILS-LSA を利用した検討で、60 歳代の 4 人に 1 人以上が新たに

難聴を発症することが判明した。また、中高年の難聴と関連をもつ新たな感受性多型を多

数決定した。さらに、生活習慣病（糖尿病・動脈硬化）と難聴との関連を明らかにし、解

析中である。臨床では、加齢性難聴が比較的早く出現するファブリー病での解析を行った。

基礎的検討では、人における遺伝的加齢性難聴疾患(OASD)の原因遺伝子（TBL1）のホモロ

グである ebi の機能欠損を光受容細胞で作出したショウジョウバエと、TBL1 のドミナント

ネガティブ型を内耳有毛細胞で特異的に発現する Tg マウスとの加齢性難聴モデルを確立し

た。加齢性感覚器障害の発症には酸化ストレス応答および炎症反応の両過程で機能する JNK

と AP-1 の関与が判明し、機序解明に向けての検討を開始した。また、マウス加齢性難聴モ

デル(B6 マウス)では加齢、聴力低下とともに内耳蝸牛での酸化ストレスの関与が明らかと

なった。	 

	 他覚的視機能診断装置の開発においては、瞳孔視野計を開発・改良するとともに、年齢

ごとの正常データを集積して正常データの傾向ならびに加齢変化についての一定の正常基

準を得た。また、高齢者における感度 44%,	 特異度 99%の緑内障他覚的診断が可能となった。

次に、中枢神経疾患の初期段階のスクリーニングへの応用を目的として、瞬目高速解析装

置を開発した。自発および随意瞬目検査によって、加齢に伴う瞬目パターン、瞬目速度お

よび頻度を測定・解析した。	 
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	 研究期間	 平成２１年６月２６日～平成２３年３月３１日 
 
 
Ａ．研究目的 
	 高齢者のQOLを保つためには外界からの情報を得る器官である視覚器（眼）と聴覚器（耳）
が重要なのは言うまでもない。本研究は高齢者の QOL改善を目的として、視機能障害・聴
覚機能障害を克服するための包括的研究を高齢者に特化して行う。 
	 視覚障害に関しては、１５年ぶりに施行された視覚障害について信頼性の高い全国規模

の調査（厚生労働省難治性疾患克服研究事業	 網脈絡膜・視神経萎縮症に関する研究班平

成１７年度研究報告書）により高齢視覚障害者の増加（７０歳以上が５２％）が明らかな

った。その結果をふまえ疾患としては、後期高齢者の主な視覚障害原因である緑内障と黄

斑変性症（主に加齢黄斑変性）の克服を目指す。また現在有効な治療薬が存在せず、加齢

により発症頻度が増す、角膜内皮障害に対する保存的治療のための角膜内皮治療薬の開発

を目指して、臨床応用可能な低分子化合物を中心に基礎研究を行う。また現行では視機能

を評価する他覚的検査が存在せず、高齢者における適切な視機能検査がなされていないの

が現状である。そこで、高齢者が受検しやすい客観的視機能診断装置の開発と標準化・均

てん化を行う。さらに眼瞼や瞳孔の動きは運動神経と筋肉のみならず、自律神経の機能に

より制御されている点に注目し、非侵襲的で客観的な眼瞼・瞳孔解析装置による神経・筋

肉の老化度判定法を開発し、高齢者の神経、筋肉疾患の初期段階のスクリーニングへの標

準化・均てん化を目指す。 
	 聴覚障害に関しては、聴力障害研究の必要性が示されている報告を踏まえた研究を行う。

すなわち、2008年に発表されたWHO世界疾病調査 Global Burden of Disease 2004の結
果によると、聴力障害は調査地域全体でみた総合有病率第 2 位の疾病であること。また、
高齢者にとっては、手段的日常生活活動度の制限に影響したり、将来の施設介護ケアを必

要とするリスクを高めるなど、不利益をもたらすという報告が多くなされていることなど

である。そこで本研究計画では、高齢期に見られる難聴の危険因子同定、超高齢期あるい

は認知機能低下を伴う高齢者においても可能な客観的聴力評価法の確立、実験動物でみる

加齢性難聴発症メカニズムの解明等、多角的アプローチにより加齢に伴う聴力障害の克服

をめざす。 
 
 
Ｂ．研究方法 
	 視覚障害にかかわる研究 
	 【緑内障】ゲノム情報を絡めた緑内障の発症・予後予測診断技術の開発、すなわち、信

頼性の高い診断チップのプロトタイプを得ることを目的として、緑内障症例とコントロー
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ル例の合計1575例をアフィメトリクス社とイルミナ社のチップを用いて全ゲノム解析した。
さらに、取得したマーカーSNPに準拠した統合的判定アルゴリズム開発を行って特許出願
した。また、高信頼性の緑内障マーカーSNPsの同定のためのアフィメトリクス社の最新
1000Kチップ解析研究を実施した。手術の標準化のため、緑内障術後のリスクについての
後ろ向き研究を行うとともに、動物モデルを用いた術後の濾過胞結膜の創傷治癒と炎症細

胞浸潤などの影響を解析した。	 

	 【加齢黄斑変性症(AMD)】サブタイプ別に病態・治療が異なることから、診断・治療の
標準化のために、研究協力者の古泉らが開発した Enhanced Depth Imaging OCT法(Am J 
Ophthalmol 2008)を用いて脈絡膜断層像を取得、レトロスペクティブに定量的評価を行っ
た。また、本邦における遺伝子多型を検討するとともに血清中のCRPとの相関を検討した。
さらに抗 VEGF剤の違いによる眼内 VEGF濃度を検討し治療の標準化を試みた。細胞内還
元型グルタチオン誘導剤による人為的操作により、マクロファージ注入網膜線維化モデル

と網膜色素上皮細胞株におけるサイトカイン産生の制御を試みた。 
	 【角膜内皮細胞治療薬】選択的 Rho キナーゼ阻害剤を用い、霊長類角膜内皮細胞培養系
での角膜内皮細胞の細胞接着、細胞増殖、アポトーシスへの影響について検討した。さら

に、in vitro の角膜内皮創傷モデルを用いて、角膜内皮創傷治癒に与える影響を検討した。
ヒト胚性幹細胞を用いた霊長類角膜内皮細胞培養基質の開発を試みた。平成２２年度は臨

床応用を目指して、ウサギやカニクイザルの部分的角膜内皮障害モデルに対する選択的Rho
キナーゼ阻害剤の点眼投与効果を検討した。 
	 【加齢性難聴】 
	 NILS-LSA を用いた感受性多型を検討した。高齢者での感音難聴の原因疾患であり、近
年増加傾向にある突発性難聴とメニエール病について発症の危険因子を検討した。 
	 加齢性難聴が比較的早く出現するファブリー病についての解析を行った。 
	 加齢性感覚器障害の発症機序解析と治療薬の検索を目的として、人における遺伝的加齢

性難聴疾患(OASD)の原因遺伝子（TBL1）に注目しショウジョウバエモデル、マウスモデ
ルの作成と解析を行った。 
	 マウス加齢性難聴モデル(C57/BL6マウス)を用いた内耳蝸牛の解析を行った。 
	 【他覚的視機能診断装置の開発】感覚器の自覚的機能検査は高齢者には不向きであり、

認知機能低下を伴う場合はしばしば検査不能に陥るため、緑内障の確定診断やスクリーニ

ングができない。そこで瞳孔視野計（一定角度からの白色光による対光反射について、瞳

孔径を計測・解析できる装置）を開発・改良し、標準化した。 
	 瞬目高速解析装置を用いて自発性および随意性瞬目検査を施行し、若年者と高齢者の瞬

目パターン、瞬目速度、頻度を測定・解析した。 
 
（倫理面への配慮） 
	 本研究におけるヒトを対象とした検討は、国立長寿医療研究センターや所属大学などの
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各施設における研究倫理委員会の承認を受けた研究計画に従い、倫理委員会承認どおりの

厳格なデータ取り扱いをおこなった。動物実験に関しても、各施設における研究倫理委員

会の承認を受けた研究計画に従い、動物福祉に配慮して実施した。 
 

 
Ｃ．研究結果 
	 【緑内障】京都府立医科大学眼科で収集した緑内障症例とコントロール例の合計 1575例
をアフィメトリクス社とイルミナ社のチップを用いて全ゲノム解析した。緑内障疾患感受

性マーカー候補 SNPsを同定した。これらのマーカーSNPに準拠した統合的判定アルゴリ
ズム開発を行った。また、緑内障マーカーSNP の信頼性向上のために、上記と別集団の緑
内障症例とコントロール例の合計 1890 例についてアフィメトリクス社の最新 1000K チッ
プを用いて全ゲノム解析を実行した。 
	 緑内障手術であるトラベクレクトミーにおける解析においては、血管新生緑内障とトラ

ベクレクトミー既往の回数が有意な予後不良因子であった。硝子体手術既往のある濾過手

術における危険因子も同定できた。また、緑内障患者や術後患者における前房水中のケモ

カイン情報も明らかとなった。 
	 【加齢黄斑変性症(AMD)】Depth Imaging OCT法(Am J Ophthalmol 2008)を用いた脈
絡膜厚の観察により、狭義 AMDと PCVと RAPとに有意な違いがみられた。 
	 AMD に関連する遺伝子多型である ARMS2 遺伝子の c.*372_815del443ins54 多型
(del443 多型 )について，名古屋大学病院での滲出型 AMD 症例では rs10490924 / 
rs11200638 と連鎖不均衡の関係を確認し、滲出型 AMD と血清 CRP 値の関連が認められ
た。また、抗 VEGF剤注射前後の眼内 VEGF濃度においては ranibizmab投与により減少
し、pegaptanib投与により増加していた。 
	 網膜色素上皮細胞株を用いた VEGF 産生の検討においては、還元型グルタチオン誘導に
よって炎症による病的分泌のみを阻害できることがわかった。 
	 【加齢性難聴】	 中高年の難聴と関連をもつ新たな感受性多型を NILS-LSA を利用して
同定し、EDN1(オッズ比、約 1.13)、UCP 2(オッズ比、約 1.26)、FABP2 (オッズ比、約 1.26) 
遺伝子多型を報告した。次に、酸化ストレス関連 7 遺伝子 9 多型の解析において NOS3、
グルタチオン S トランスフェラーゼ、NADH/NADPH オキシダーゼ p22phox の多型が周
波数別の聴力と関連し、NOS3 の多型が有意な難聴のリスクである事が判明した。近年、
我が国の高齢者での突発性難聴の発症が増加しており、脳血管障害との症例背景の共通性

が注目されている。この現状を踏まえ、大脳白質病変(White matter lesions)が高度な群で
は、PRKCH変異アレルと突発性難聴リスクとに有意な関連があった。逆にMTRが野生型
であれば、MTHFR遺伝子変異アレルの存在が難聴リスクの低下と関連していた。 
	 生活習慣病（糖尿病・動脈硬化）と難聴との関連を検討したところ、低周波数領域の聴

力と糖尿病病悩期間、4000Hz聴力と血清クレアチニン値、6000・8000Hz聴力と空腹時血
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糖値とに有意な関連があった。一般線形モデルにおける糖尿病と加齢の交互効果は 4000Hz、
8000Hzといった高周波数領域にみられ、中年群の聴力に糖尿病の有害効果がより顕著に現
れた。動脈硬化は、8000Hz聴力の悪化に有意に関連し、騒音曝露による聴力への悪影響を
相乗的に強めることが判明した。 
	 突発性難聴とメニエール病について、血管内皮型 NO 合成酵素、CFH(Complement 
Factor H)が突発性難聴の発症の危険因子と判明した。IL-1（α、-889C/T）遺伝子多型は、
突発性難聴およびメニエール病のいずれに対しても発症の危険因子となり、NILS-LSA の
コントロール(一般住民)と比較すると、劣性モデルでのオッズ比はそれぞれ 25.89 、18.20
と非常に高値であった。 
	 ファブリー病では、60 歳以上での加齢に伴う聴力障害(純音聴力のうち高周波領域)と、
男性での有意な増悪が見られた。 
	 TBL1 のホモログである ebi の機能欠損を光受容細胞で作出したショウジョウバエと、
TBL1のドミナントネガティブ型を内耳有毛細胞で特異的に発現する Tgマウスとの加齢性
難聴モデルを確立した。ショウジョウバエでの OASD 発症がモニター可能となり、加齢性
感覚器障害の発症には酸化ストレス応答および炎症反応の両過程で機能する JNK と AP-1
の関与が判明した。マウス OASD モデルでは 100db 騒音曝露後の回復に異常が認められ、
感音性難聴の表現型を示した。 
	 マウス加齢性難聴モデル(C57/BL6マウス)では加齢、聴力低下とともに内耳蝸牛での核酸
の酸化ストレスマーカー（8-OG）、脂質過酸化のマーカー（MDA）の発現増強を認めた。
また蝸牛全体のタンパク質を抽出し、プロテオミクス解析を行ったところ、ミトコンドリ

ア関連タンパクや抗酸化作用をもつペロキシレドキシンの発現低下が見られた。 
	 【他覚的視機能診断装置の開発】瞳孔視野計においては、年齢ごとの正常データを集積

し，正常データの傾向ならびに加齢変化についての一定の正常基準を得た。また、人工水

晶体眼において感度 44%, 特異度 99%の緑内障診断が可能となった。 
	 瞬目高速解析装置においては、高齢者は自発瞬目、随意瞬目ともに浅い瞬目で、瞬目回

数も少なく、瞬目速度も下降・上昇ともに遅かった。 
 
Ｄ．考察と結論 
	 【緑内障】「簡便な血液検査による疾患感受性リスク判定健診」を全国民におこなって緑

内障発症の遺伝的体質を検査し、高リスクな例について眼科専門医が精密検査後に投薬を

指示するという一連の仕組みにむかって順調に進展できている。また、臨床の術後解析の

成果により、将来的に緑内障治療の改善に結び付け、より質の高い高齢者の生活に貢献で

きることが見込まれる。 
	 【加齢黄斑変性症(AMD)】滲出型加齢黄斑変性の表現型は脈絡膜循環の差異が深く関連
している可能性があり、今後の診断や治療へ向けての解析が期待できる。AMDにおける炎
症の関与と眼内の高い TGF-βの存在によって VEGFが大量に産生されることが考えられ、
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抗炎症、ならびに還元型グルタチオンを誘導できるような薬剤やカロリーリストリクショ

ンなどの予防治療が今後の検討として期待できる。 
	 【加齢性難聴】今後、NILS-LSA 第 6 次調査(2008-2010)の終了によって 10 年間の縦断
解析とさらなる危険要因の解明が可能となる。加齢性難聴の縦断研究は国際的にも貴重で

ある。観察症例は今も蓄積中であり、今後の継続検討により生活習慣病と難聴との関連と

に明確な結論が見いだせる。糖尿病のコントロールの程度と聴力検査との関係についても

検討が可能である(名古屋大学と共同)。また認知機能低下症例における、標準的な純音聴力
検査結果と他覚的評価の比較についての検討が期待できる。 
	 ファブリー病は血管内皮細胞の障害から心筋梗塞、脳梗塞、視覚障害が多く、内耳の障

害も血流障害に起因すると考えられる。加齢性難聴の進行予防に対する酸素療法の試みや、

眼科を含めた本研究班による総合的な解釈が期待できる。今後、加齢や糖尿病の Auditory 
Steady State Response(ASSR)への影響やコホートスタディにつなげることが可能となっ
た。 
	 ショウジョウバエモデルにおいては加齢性難聴の発症機序解析や発症抑制薬剤の同定が

期待できる。マウスモデルにおいては発症における炎症応答の解明や発症の分子メカニズ

ムの解明、発症抑制薬剤の同定が期待できる。 
	 マウス加齢性難聴モデル(C57/BL6マウス)では、内耳蝸牛の組織(内外有毛細胞や血管条
など)を用いた遺伝子発現増強や、抗酸化剤投与による予防・治療効果の検討が期待できる。
また小胞体ストレス(酸化ストレスと密接に関連)を免疫組織学的に評価することで動物モ
デルでの加齢による内耳性難聴の病態解明と、有効な治療法や予防法の開発が期待できる。 
	 【他覚的視機能診断装置の開発】従来困難であった高齢者に対しても視機能の評価が他

覚的な方法によって可能となれば、眼科的疾患の早期発見、早期介入することで治療効果

の向上が期待される。その結果、視覚の質ならびに視的活動性の向上や日常生活行動にお

けるリスク回避に貢献できると考えられる。また、瞬目解析装置による中枢神経疾患に特

徴的な瞬目が検出可能となれば、瞬目運動解析による老化度の判定を基準として、認知症

を合併した高齢者を対象とした他覚的検査による中枢神経疾患の早期発見が期待できる。 
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	 ３７）永田健児，丸山和一，小嶋健太郎，稲富勉，杉田直，木下茂：全層角膜移植後眼に急

性網膜壊死を発症した一例．第 63回日本臨床眼科学会，福岡，2009年 10月 11日 
	 ３８）丸山和一，杉田直，中井義秀，中森良樹，森尾友宏，望月学，木下茂：眼内液 MultiplexPCR

システムにより胃悪性リンパ腫を発見出来た一例．第 63回日本臨床眼科学会，福岡，2009年 10

月 11日 
	 ３９）山村陽，脇舛耕一，北澤耕司，足立紘子，岩間亜矢子，稗田牧，中井義典，森井勇介，

中村葉，木下茂：フェムトセカンドレーザーで異なるフラップ厚を作製して施行した LASIKの

術後成績．第 63回日本臨床眼科学会，福岡，2009年 10月 11日 
	 ４０）畑中宏樹，古泉英貴，木下茂：光線地力学的療法後に重篤な網膜血管閉塞をきたした 1

例．第 63回日本臨床眼科学会，福岡，2009年 10月 11日 
	 ４１）上野盛夫，池田陽子，今井浩二郎，森和彦，木下茂：京滋地区における過去 3年間の

緑内障薬物処方パターンの変化の検討．第 20回日本緑内障学会，那覇，2009年 11月 13日 
	 ４２）池田陽子，森和彦，上野盛夫，今井浩二郎，八木知人，大見奈津江，徳田雄市，不破

正博，田代啓，木下茂：原発開放隅角緑内障の疾患マーカーＳＮＰｓ解析．第 20回日本緑内障

学会，那覇，2009年 11月 13日 
	 ４３）今井浩二郎，森和彦，池田陽子，上野盛夫，木村健一，木下茂：血液生化学データに

よる落屑緑内障と全身疾患との関連性の検討．第 20回日本緑内障学会，那覇，2009年 11月 13

日 
	 ４４）高橋佳奈子，池田陽子，森和彦，上野盛夫，今井浩二郎，近藤衣里，吉村彰紘，木下

茂：網膜神経線維層厚解析装置による原発開放隅角緑内障の長期経過観察．第 20回日本緑内障

学会，那覇，2009年 11月 13日 
	 ４５）吉村彰紘，池田陽子，森和彦，上野盛夫，今井浩二郎，近藤衣里，高橋佳奈子，木下

茂：原発開放隅角緑内障の視神経乳頭形状解析装置による長期経過観察例の検討．第 20回日本

緑内障学会，那覇，2009年 11月 13日 
	 ４６）田中寛，森和彦，古泉英貴，池田陽子，上野盛夫，今井浩二郎，木下茂：スペクトラ

ムドメインＯＣＴ深部強調画像法による眼圧変動に伴う脈絡膜厚変化の検討．第 20回日本緑内

障学会，那覇，2009年 11月 13日 
	 ４７）丸山悠子，森和彦，池田陽子，上野盛夫，今井浩二郎，木下茂：前眼部ＯＣＴによる

前房隅角形状の定量的加齢変化の検討．第 20回日本緑内障学会，那覇，2009年 11月 13日 
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	 ４８）吉川晴菜，池田陽子，外園千恵，森和彦，上野盛夫，今井浩二郎，木下茂：小児先天

角膜混濁症例の眼圧，臨床所見とＵＢＭ所見の関係．第 20回日本緑内障学会，那覇，2009年 11

月 13日 
	 ４９）近藤衣里，森和彦，池田陽子，上野盛夫，今井浩二郎，木下茂：緑内障患者に対する

プロスタグランジン製剤単独療法とチモロール／ドルゾラミド併用療法の比較検討．第 20回日

本緑内障学会，那覇，2009年 11月 13日 
	 ５０）木村直子，渡辺彰英，中村芳子，鈴木一隆，豊田晴義，袴田直俊，木下茂：瞬目高速

解析装置を用いた高齢者と若年者における瞬目の比較. 第 24回日本眼窩疾患シンポジウム，金

沢，2009年 11月 21日 
	 ５１）池田陽子，森和彦，上野盛夫，今井浩二郎，近藤衣里，木下茂：線維柱帯切除術後早

期の眼圧季節変動の検討．第 33回日本眼科手術学会総会，東京，2010年 1月 22日 
	 ５２）上野盛夫，森和彦，池田陽子，今井浩二郎，木下茂：抗緑内障薬上市前後における線

維柱帯切開術適応症例の臨床背景と眼圧経過の検討．第 33回日本眼科手術学会総会，東京，2010

年 1月 22日 
	 ５３）岩間亜矢子，稗田牧，足立紘子，北澤耕司，脇舛耕一，山村陽，稲富勉，外園千恵，

木下茂：角膜再移植例の検討．第 33回日本眼科手術学会，東京，2010年 1月 22日 
	 ５４）上田幸典，渡辺彰英，横井則彦，木下茂：涙嚢摘出術の奏功した慢性涙嚢炎を伴う重

症ドライアイの症例．第 33回日本眼科手術学会，東京，2010年 1月 22日. 
	 ５５）加藤浩晃，渡辺彰英，上田幸典，荒木美治，木下茂：眼窩骨折における受傷から手術

までの日数と骨壁再建法の検討．第 33回日本眼科手術学会，東京，2010年 1月 22日 
	 ５６）脇舛耕一，渡辺彰英，上田幸典，荒木美治，稗田牧，木下茂：内反症、兎眼症を合併

した瘢痕性角結膜上皮症に対する口蓋粘膜移植術の有用性．第 33回日本眼科手術学会，東京，

2010年 1月 23日 
	 ５７）小嶋健太郎，小森秀樹，古泉英貴，安原徹，木下茂，米田一仁：開放性眼外傷に対す

る硝子体手術の検討．第 33回日本眼科手術学会，東京，2010年 1月 23日. 
	 ５８）北澤耕司，稗田牧，中井義典，脇舛耕一，山村陽，中村葉，森井勇介，木下茂：動的

回旋補正システムを用いた LASIK術後乱視矯正精度．第 33回日本眼科手術学会，東京，2010

年 1月 23日. 
	 ５９）中井義典，稗田牧，山村陽，中村葉，森井勇介，木下茂：主として一般眼科診療を行

っている施設における，角膜屈折矯正手術の治療成績と受診率．第 33回日本眼科手術学会，東

京，2010年 1月 23日. 
	 ６０）加藤弘明，横井則彦，木下茂：前眼部光干渉断層計を用いたメニスコメトリー．第 34

回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 11日. 
	 ６１）横井則彦，酒井利江子，小室青，木下茂，水草豊：角膜上の涙液油層伸展速度と涙液

層破壊時間との関連．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2

月 11日. 
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	 ６２）伴由利子，辻本淳子，上田真由美，横井則彦，木下茂：Poly:C刺激によるヒト角結膜

培養上皮の tightjunction関連蛋白 mRNAの変化．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜

移植学会，仙台，2010年 2月 11日. 
	 ６３）松田彰，海老原伸行，横井則彦，木下茂，村上晶：アレルギー性結膜炎の眼瞼巨大乳

頭における lgEクラススイッチ．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，

2010年 2月 11日. 
	 ６４）上田真由美，水島かつら，横井則彦，内藤裕二，木下茂：PolylC刺激ヒト培養結膜上

皮細胞の網羅的遺伝子発現解析．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，

2010年 2月 11日. 
	 ６５）外園千恵，田中寛，稲富勉，上田真由美，小泉範子，中村隆宏，横井則彦，木下茂：

治療用ソフトコンタクトレンズ長期装用者の保菌と感染．第 34回角膜カンファランス・第 26

回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 12日. 
	 ６６）中村隆宏，外園千恵，真野幸子，堀切智子，小泉範子，稲富勉，木下茂：アロ培養角

膜上皮移植後長期の組織表現型の解析．第34回角膜カンファランス・第26回日本角膜移植学会，

仙台，2010年 2月 12日. 
	 ６７）稗田牧，木下茂，足立紘子，脇舛耕一，北澤耕司，岩間亜矢子：フェムトセカンドレ

ーザーを利用した表層および全層角膜移植の術後成績．第 34回角膜カンファランス・第 26回日

本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 12日. 
	 ６８）谷岡秀敏，足立紘子，川﨑諭，稗田牧，稲富勉，木下茂：移植用ドナー角膜内皮細胞

層における死細胞比率の検討．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，

2010年 2月 12日. 
	 ６９）小泉範子，奥村直毅，高橋浩昭，上野盛夫，坂本雄二，平田香菜，羽室淳爾，木下茂：

水疱性角膜症に対する Rhoキナーゼ阻害剤を用いた培養角膜内皮細胞前房注入治療の試み．第

34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 12日 
	 ７０）稲富勉，足立紘子，森和彦，谷岡秀敏，稗田牧，木下茂：緑内障合併症例に対する角

膜内皮移植の治療成績．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010

年 2月 13日. 
	 ７１）足立紘子，稗田牧，稲富勉，岩間亜矢子，北澤耕司，脇舛耕一，山村陽，外園千恵，

横井則彦，木下茂：角膜内皮移植術後の内皮細胞密度の推移について．第 34回角膜カンファラ

ンス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 13日. 
	 ７２）小室青，横井則彦，薗村有紀子，稲垣香代子，東原尚代，木下茂：新しい涙点プラグ

（スーパーイーグルプラグ：イーグルビジョン社）の短期使用成績．第 34回角膜カンファラン

ス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 12日. 
	 ７３）薗村有紀子，横井則彦，小室青，稲垣香代子，東原尚代，木下茂：肉芽形成により部

分脱出した涙点プラグの交換とその予後の検討．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜

移植学会，仙台，2010年 2月 11日. 
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	 ７４）山本雄士，横井則彦，東原尚代，稲垣香代子，薗村有紀子，小室青，木下茂：BUT短

縮型ドライアイの臨床的特徴．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，

2010年 2月 11日. 
	 ７５）辻本淳子，伴由利子，上田真由美，横井則彦，木下茂：Poly:C刺激によるヒト角結膜

培養上皮のバリアー機能の変化の持続性．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学

会，仙台，2010年 2月 11日. 
	 ７６）山本真弓，奥村直毅，高橋浩昭，上野盛夫，坂本雄二，平田香菜，木下茂，小泉範子：

選択的 Rhoキナーゼ阻害剤による角膜実質細胞の筋線維芽細胞への形質転換への影響．第 34回

角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 12日. 
	 ７７）川崎諭，福本暁子，山崎健太，福岡秀記，谷岡秀敏，木下茂：格子状角膜ジストロフ

ィー4型におけるアミロイド沈着の特徴．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学

会，仙台，2010年 2月 11日. 
	 ７８）高橋浩昭，小泉範子，奥村直毅，上野盛夫，坂本雄二，平田香菜，羽室淳爾，木下茂：

ウサギ角膜内皮障害眼における選択的 Rhoキナーゼ阻害剤点眼による創傷治癒効果の検討．第

34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2月 12日. 
	 ７９）脇舛耕一，稗田牧，足立紘子，稲富勉，木下茂：角膜内皮移植と全層角膜移植におけ

る角膜不正乱視の比較．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010

年 2月 11日. 
	 ８０）張佑子，稲富勉，外園千恵，中村隆宏，小泉範子，木下茂：小児の難治性眼表面疾患

に対する培養粘膜上皮移植．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010

年 2月 12日. 
	 ８１）竹田一徳，稲富勉，中村隆宏，小泉範子，外園千恵，木下茂：急性期眼表面疾患に対

する自己培養口腔粘膜上皮移植術の臨床成績．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移

植学会，仙台，2010年 2月 11日. 
	 ８２）田中寛，外園千恵，上田真由美，稲富勉，中村隆宏，木下茂：眼表面疾患患者の MRSA

保菌に関する検討．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010年 2

月 11日. 
	 ８３）松本慎司，横井則彦，川崎諭，木下茂：ソフトコンタクトレンズ装用で生じた難治性

点状表層角膜症の 2例．第 34回角膜カンファランス・第 26回日本角膜移植学会，仙台，2010

年 2月 11日. 

	 ８４）木村直子，中村芳子，渡辺彰英，鈴木一隆，豊田晴義，袴田直俊，木下茂：高齢者

における眼瞼下垂症手術前後の自発性瞬目の検討.	 第 33 回日本眼科手術学会，東京，2010

年 1 月 22 日	 

	 ８５）德田雄市，池田陽子，八木知人，田中雅深，不破正博，大見奈津江，中野正和，谷口

孝純，吉井健悟，森和彦，景山正明，長崎生光，木下茂，田代啓：ゲノムワイド関連解析による

緑内障疾患関連候補遺伝子の探索．第 82回日本生化学会大会，神戸，平成 21年 10月 24日	 
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	 ８６）田中雅深，池田陽子，八木知人，德田雄市，不破正博，大見奈津江，中野正和，谷口

孝純，森和彦，吉井健悟，景山正明，木下茂，田代啓：疾患関連マーカーSNPs同定のためのケ

ースコントロール解析に供するイルミナカスタムチップによる SNPジェノタイピング最適化．

第 82回日本生化学会大会，神戸，平成 21年 10月 24日	 

	 ８７）橋本勇希，前田史篤，丹沢慶一，瀧澤剛，可児一孝，田淵昭雄：ゴーグル型瞳孔視野

計による緑内障性視野異常の他覚的検出．第 50回日本視能矯正学会，東京，2009年 10月 17日	 

	 ８８）Tanzawa K, Maeda F, Takizawa G, Kiyokawa Y, Hashimoto Y, Yoneda T,	 Oka M, Kani K, 

Tabuchi A: Evaluating	 pupil light reflexes with three color stimuli of different of sizes and intensities 

under the same energy at each eccentricity of the visual field. 19th International Visual Field & Imaging 

Symposium, Tenerife, Spain, 2010年 3月 24日	 

	 ８９）笠岡奈々子，井上俊洋，稲谷大，瀧原祐史，岩尾美奈子，谷原秀信：緑内障手術既往

眼へのトラベクレクトミーの術後予後因子の検討．第 20回日本緑内障学会，沖縄，2009年 11

月 13日	 

	 ９０）井上俊洋，稲谷大，瀧原祐史，笠岡奈々子，岩尾美奈子，谷原秀信：硝子体切除術既

往のあるトラベクレクトミー症例の予後因子の検討．第 20回日本緑内障学会，沖縄，2009年 11

月 13日	 

	 ９１）瀧原祐史，稲谷大，井上俊洋，岩尾圭一郎，岩尾美奈子，笠岡奈々子，谷原秀信：血

管新生緑内障に対する線維柱帯切除術予後不良群への術後ベバシズマブ硝子体内複数回投与の

検討．第 20回日本緑内障学会，沖縄，2009年 11月 13日	 

	 ９２）岩尾美奈子，稲谷大，瀧原祐史，岩尾圭一郎，井上俊洋，笠岡奈々子，谷原秀信：開

放隅角緑内障に対するトラベクレクトミー単独手術と白内障同時手術との前向き比較研究．第

20回日本緑内障学会，沖縄，2009年 11月 13日	 

	 ９３）Koizumi N: Cultivated corneal endothelial transplantation in a primate for the future clinical 

application of corneal endothelial regenerative medicine. The 9th Corneal Conference Cardiff, Cardiff, 

U.K., 2009年 7月	 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
	 １．特許取得 
	 	 	 「角膜内皮細胞接着促進剤」(PCT/JP2008/65459)  
	 	 	 「緑内障診断チップと変形プロテオミクスクラスター解析による	 

	 	 	 	 	 	 	 	 緑内障統合的判定方法」(特願 2010-294176) 
	 	 	 「瞬目計測装置及び瞬目計測方法」(特願 2010‐232878)	 
	 ２．実用新案登録 
	 	 	 なし 
	 ３．その他 
	 	 	 なし 




